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ダンボール堆肥で生ごみを“宝に”変えましょう 

トマトの会ニュース（6８） 
2019年 9月 1日 

昔ながらのトマトの勉強会  山代勁二 

人が自然と正しく向き合い、付き合いをしていかないと思いがけない災難に苦しむことになります。 

トマトの会は自然をみつめ、自然を守り続けてきた先祖の歴史に敬意をはらうことが大切だと思います。 

    何はなくとも土のにおい 

Sさん（馬込）のおたよりから 

「私の生ごみ堆肥が余ったので近くの公園に薄く撒いておきました。６月ごろになるとなんとあちらこちらから、ミニ

トマトがにょきにょきと立っていました。通行人の誰かが植えて行ったのかしらと思い支柱を立ててむすんでおいたと

ころ、それぞれが自然に育ち、今では赤い実をあちこちでならせて公園のよいアクセントになっています。」 

私のご返事 

「たべ残したトマトが堆肥箱の中で発芽したんでしょうね。箱の中でもいろいろな種が発芽しますからね。」 

「私は庭中に堆肥をばらまきますが、鳥の骨や貝殻が転がっています。実は私の庭は下沼部貝塚の中にあり縄文時代の

貝殻や鳥の骨もまだちらほら散らばっています。私は現代の貝塚を作っています、貝塚を作り続けている?のです」 
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